
令和8年度（第19回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

ＰＲポイント
◆インターネット配信の実施以降、短時間大雨の備えとして、利便性とリアルタイム性を向上する機能を強化
①画面更新周期を１分間隔に短縮
②降雨強度を１０段階で数値表示 
③１５０ｍの細かい区画で降雨情報を把握
④ＧＰＳによる現在地表示機能や希望する２地点の登録が可能
⑤英語など４か国語の多言語化 
⑥警報・注意報をひと目で把握
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応募事例の概要
〇当局では、東京アメッシュの雨量データや雨雲の状況を把握し、雨水を河川等に排水するポンプの運転に活用
〇大雨や台風等による浸水への備えに役立てていただけるよう、平成14年度からインターネットで配信
〇都民等の閲覧回数は、令和７年度実績で年間約7億ページビュー
〇近年多発する突発的な豪雨へ備えるため、更新頻度を5分間隔から1分間隔に短縮（令和８年５月２９日から）
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取組に関するエピソード
近年、東京都においても時間５０ミリを超
える降雨が増加傾向にあり、浸水被害を防
止するためには、変化する降雨の情報をこ
れまで以上にきめ細かく把握することが重
要です。東京アメッシュは、更新にあわせて
観測精度等の機能を向上しています。

【スマートフォン版】

二次元コード

東京アメッシュは、当局が独自に開発したシステムで、昭和６３年に運用を開始しました。東京都の区部と多摩地域
の２基の降雨レーダーで観測し、雨が降っている場所や強さをリアルタイムに把握できます。
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